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尾 形 敏 彦
初 期 の 日本 と外 国 との文 化 交 流 につ いて 大 雑 把 に 見 る と,友 好 の た め に せ
よ,征 服 のた め に せ よ,異 文 化 に ひか れ た 西 洋 人 は か な り昔 か ら 日本 を 知 って
いた 。イ タ リア ・ヴ ェ ニス の旅 行家 マ ル コ ・ポ ー ロ(MarcoPolo,1254-1324)
はr東 方 見 聞 録』 で 日本 を黄 金 の 国 と書 き,リ ー フデ 号 で豊 後 に漂 着(1600.
4.19.)し た イ ギ リ ス の 航 海 家 ウ ィ リアム ・ア ダ ム ズ(WilliamAdams,
1564-1620)は 大 阪 に送 られ て,豪i華 な 宮 廷 は 金 で 作 られ て いた と書 き記 し
た 。 そ の2年 後 の1602年 に 秀 吉 が 死 ん で い る。 彼 は 帰 化 して 三 浦 按 針 と称 し
た 。 この 頃 に は,伊 達 政 宗 の ロ ー マ使 節 派遣 とか,山 田長 政 そ の他 の 多 くの 外
国 行 の 話 もあ る。 そ の後,開 拓 線 を 海 へ 進 め た実 際 的 な ア メ リカは 捕 鯨 場 を探
して い た 。 そ の 一 つ は 金 華 山 沖 で発 見(1820)さ れ,翌 年 に は30隻 以 上 の ア
メ リカ捕 鯨 船 が 日本 近海 に姿 を 見 せ,以 来 同 程 度 に増 加 し続 げ た 。 これ は 捕 鯨
基 地 確 保 のた め の 開 国要 求 で もあ った。 徳 川 吉 宗 時 代 に は ベ ー リン グ(Vitus
Bering,1681-1741)の 一 部 の船 隊 が東 北 沿 岸 に も来 て い る。 また,ザ ビエ ル
(FranciscoXavier,1506-52)は 鹿 児 島に 来 日(1549)し て キ リシタ ン伝 道
を行 い,当 初 は大 成 功 を 収 め た。 メル ヴ ィル(HermanMelville,1819-91)
の小 説r白 鯨 』(Moby-Dick,1851)に は20回 ほ どの 「日本 」 とい う言 葉 が
見 られ る。1853年 にペ リー(MatthewCalbraithPerry1794-1858)の 黒 船 が
来 航 した。1854年 に和親 条 約,1856年 に ハ リス着 任 の 後,通 商 条約 批 准 のた め
に1860年 に遺 米 日本 使 節 団が 出 発 した とい うよ うに幕 末 時 代 の 日米 外交 は進 展
した 。 ホ イ ッ トマ ン(WaltWhitman,1819-92)が こ の使 節 団 一行 を 見 て詩
に歌 った 。 使 節 団帰 国 の 翌 年(1861.4.)南 北戦 争 が 起 って 日米 関 係 は 中 断 し
た が,戦 後,日 米 関 係 は 急速 に進 展 した 。新 島襄 が1864年 に 函 館 か ら出帆 して,
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リ ンカ ー ン(AbrahamLincoln,1809-65)暗 殺 直 後 に ボス トンへ着 いた 。 ボ
ス ト ン で は 陶 器 が 日本 趣 味 の人 々に 喜 ば れ て い た。 ロ ン グフ ェ ロ ー(Henry
WadsworthLongfellow,1807-82)の 詩 厂ケ ラ モ ス(K駻amos,1877)」(ギ
リシ ア語 で 陶 器)の 中 に 伊 万 里 の壺 が 歌 わ れ て い る。 彼 の 息 子 チ ャ ール ズ
(Charles)は 来 日 して多 くの壷 を 購 入 した 。 ボス トンに は東 洋 趣 味 が 急 速 に広
ま り,反 対 に,ア メ リカの キ リス ト教,自 由精 神,科 学 技 術,教 育,文 学,進
化論,実 用 主 義 な どの異 国文 化 が 日本 人 の 心 を 動 か した。 しか し,こ れ に 対 す
る嫌 悪感,危 険視 も 日本 人 の問 に は か な り強 か った。 この時 代 の ア メ リカに 関
す る知識 を直 接 に与 えた 書 籍 には1851年 に 帰 国 した土 佐 の中 浜 万 次郎 の 『漂 流
記 』(1853)や,1859年 に 帰 国 した 薩 摩 の浜 田彦 蔵 の 『彦 蔵漂 流記 』(1863)
な どが あ る。 ア メ リカの ほ うで は,初 期 の 日本 論 として は ペ リー来 日2年 後 の
弁 護 士,経 済 学 者,歴 史 家 の ヒル ドレス(RichardHildreth,1807-65)のr過
去 と現 在 の 日本 』(JaﾟanAsItwasandIs,1855;安 政2年)が あ る。 ペ リ
ーに 同行 した 詩 人 で 記 者 の テ ー ラ ー(BayardTaylor
,1825-78)はrイ ン ド・
中 国 ・日本 』(1855)と い う単 行 本 を 出 した 。 これ は 見 た ま ま の 日本 を書 い て
い るが,ヒ ル ドレス の本 は客 観性 を 目指 す 歴 史 家 ら し く書 か れ て い る。 教 育 の
ない モ ース(EdwardSylvesterMorse,1838-1925)は ・・一 ヴ ァ ー ド大 学 の進
化論 反対 論 者 ア ガ シー(Agassiz)教 授 の助 手 に な って海 洋 生 物 の研 究 を して い
た 。 当 時 の ア メ リカ の話 題 は 南 北 戦 争 と進 化 論 とで あ った 。 観 察 ・実 験 に努 力
した モ ー ス は教 授 とは 反 対 に 進 化論 を 認 め る よ うに な った 。 や が て,彼 は ア メ
リカ芸 術 科 学 院 特 別 会 員 に推 挙(1869)さ れ,ボ ー ダ ン ・カ レ ッ ジか ら名 誉 学
位 を与 え(1871)ら れ た。 西 部講 演旅 行 に 出た モ ース は,サ ン フ ラ ン シス コか
ら来 日(1877.6.)し た 。39歳 の彼 は大 臣 級 の2倍 の 年 俸 で東 京 大 学 で 動 物 学
を 講 義 した 。 モ ース は4年 間在 日 して進 化 論 を 教 え,暇 に は 日本 中 を 歩 き回 っ
た 。 彼 の 『日本 の家 屋 』(1889)や 『日本,そ の 日そ の 日』(1917)は 立 派 な 観
察 記 録 で あ る。 モ ースが3度 目の来 日の時 に 同 行 した の が,知 人 で医 者 の ボ ス
トン の富 豪 ビゲ ロ ー(WilliamSturgioBigelow,1850-1926)で あ っ た。 ビ
ゲ ロ ーは ボス トンの美 術 家 で 有 名 な医 者 の 家 に 生 まれ,ハ ー ヴ ァー ド大 学 卒 業
後 ヨ ー ロ ッパ 留学 の5年 間 に,パ ス ツ ール な どの大 学 者 につ い て医 学 を研 究 し
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た。 し か し,進 路 に 疑 問 を 抱 き,美 術 と仏教 に解 決 を求 めて 来 日(1881)し
た 。
モ ー スが 集 めた 茶 碗 は4646個 に もな り,ほ とん どが ボス トソ美 術 館 に あ る。
ビ ゲ ロー は後 に ハ ー ヴ ァ ー ド大 学 に 仏 教 講 座 を 創設 し,初 代 教 授 に な っ た 。
1926秋,独 身 の 彼 は 高僧 の如 くに寂 した 。 本 格 的 日本論 と して は1870.12.-
74.7.ま で在 日 した 宣 教 師 グ リフ ィス(WilliamElliotGriffis,1843-1928)
のrミ カ ドの帝 国 』(TheMikado'SEmpire,1877)が あ る。 彼 は 訪 日以 前 に
ア メ リカで 横 井 小 楠 の2人 の甥,岩 倉 具 視 の2人 の 息 子,勝 海 舟 の 息子 な どを
教 えた 。 近 代 化 を は じめ た 日本 に共 鳴 した グ リフ ィス は 最 初 の1年 を越 前 福 井
で教 え,あ とは大 学 南 校(東 京 大 学)に 転 じて東 京 で 一 人暮 し を し た 。 しか
し,ニ ュー ・イ ソ グラ ソ ド ・ピ ュ ー リタ ンの グ リフ ィ ス には 宗 教 的 違和 感 が強
く,「 異 教 徒」 とい うよ うな 日本 批 判 の 言 葉 が多 い。
幕 末 か ら維 新に か け て西 洋 文 明 の実 力を 知 った 日本 は 明治 政 府 成 立 と共 に 文
明開 化 運 動 を は じめ た。 エ マ ス ンの言 葉 だ が,革 命 時 代 は 唯 一 の 生 き 甲斐 を 感
じさせ る時 代 であ る。 日本 は,そ して南 北 戦 争 前後 の ア メ リカは,共 に革 命 時
代 で あ り,今 の 日本 も革 命 を 必 要 とす る時 代 であ る。1857(安 政4年),ア メ
リカ総領 事 ハ リス(TownsendHarris,1804-78)は,「 ア メ リカ宣 教 師 は300
年 前 に ポ ル トガ ルや イス パ ニ ア宣教 師 が教 えた の とは 違 って 平 和 的 宗教 家 だ と
強 調 して 」信 仰 の 自由を 強 く求 め た。 通 商 条約 成 立 で 日本 に お け る ア メ リカ人
の キ リス ト教 信 仰 が 認 め られ,ア メ リカ人 宣 教 師 が 続kと 入 国 し,長 崎 渡 来
(1859,安 政6年)の 明治 学 院 神 学 部 教 授 の フル ベ ヅキ(GuidoFridolinVer-
beck,1830-98)や1876(明 治9年)来 日の札 幌 農 学 校(北 大)教 頭 の ク ラー ク
(WilliamSmithClark,1826-86)な どは入 信 強 制 の代 りに 学芸 に よ るキ リ
ス ト教 の拡 大 発 展 を試 み た。 しか し,20年 代 に な る と 日本 は伝 統 復 帰 とい う国
粋 主i義時 代 に入 った 。 ま た,1860年 渡 米 した 福 沢諭 吉 は精 神 的西 洋 文 化 を 十 分
に は理 解 し な くて ア メ リカ賛 美 に熱 中 した が,ア メ リカを 知 るにつ れ て 賞 賛 し
な くな り,内 村 鑑 三 は ア メ リカを キ リス ト教 の聖地 だ と信 じて,1884(明 治17
年)に 渡 米 した が,ア メ リカが 金銭 万 能 主 義 の時 代 で 人種 偏 見 に支 配 され る国
に な って い る のを 実 際 に見 て失 望 し,武 士 道 的 キ リス ト教 の確 立 を志 した 。
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王 政 復 古 と共 に近 代 化 が 促 進 され,近 代 教 育 制 度 が1872(明 治5年)に 確 立
し,藩 校 や 寺 子 屋 が廃 止 され,小 学 校 が 設 立 され た 。 面 白い こ とに,少 学 校 教
育 に 唱歌 が 取 り入 れ られ(1879,明 治12年),東 京 師範 学 校 長 伊 沢 修 二 を 御 用
掛 に,ア メ リカ人 メイ ス ン(LutherWhitingMason)を 教 師 に した 。 さ らに,
大 学 教 育 の か な りの部 分 が 専 門家 では ない 宣 教 師 に よっ て行 わ れ て い る状 況 に
反 対 した モ ース が来 日(1877,明 治10年)し て東 京 大 学 で教 え,彼 の 紹 介 で フ
ェ ノ ロサ が 来 日(1878,明 治11年)し て 文 科大 学 の主 要 講 座 を 担 当 した 。 二 人
と も進 化論 者 で あ り,ア メ リカ帰 りの 外 山 正 一や 矢 田部 良吉 な ど も進 化論 を 講
義 した・ しか し,フ ェ ノ ロサ の 弟 子 の 井上 哲 次 郎 は ドイ ツ留 学 後,ヘ ー ゲル の
進 化 論 と科 学 的 進 化 思 想 を 統 一 し よ うと試 み た 。 や が て,東 京 大 学 で は ドイ ツ
観念 論 哲 学 が 有 力に な り,ド イ ツか ら1893(明 治26年)に ケ ーベ ル(Raphael
vonKoeber,1848-1923)な どの来 日が あ って,哲 学 と言 え ば ドイ ツ観 念 論 を
意 味 す る よ うに な った 。 ケ ー ベ ル は21年 間 も東 京 大 学 で哲 学 ・文 学 ・語 学 を教
え,東 京 音 楽 学校 で も ピア ノを 教 えた 。
さて,フ ェノ ロサ の父 は イス パ ニ アか ら渡 米 した 音 楽 家 で,音 楽 教 師 を して
い た が 変 死 した。母 は名 門 の 娘 で,彼 の 弟子 シル ス ビー(MarySilsbee)と い
うア メ リカ人 で あ った。 フ ェ ノ ロサ は ハ ー ヴ ァー ド大 学 哲 学 科 を卒 業(1874)
後,神 学 部 大 学 院(CambridgeTheologicalSchool)に 学 び,さ らに,ボ ス
トン美 術 館付 属美 術 学 校 とマ サ チ ュー セ ッツ美術 師範 学校 に学 んだ 。6月 に 同
級 生 の 恋 人 リジ ー とセ ー レムで 結 婚 し,大 陸 横 断鉄 道 で サ ンフ ラ ン シ ス コへ行
き,そ こか ら20日 間 の 航 海 を して 横 浜 に 上陸 した 。 新 婚 旅 行 と して東 京 を選 ん
だわ け で あ る。 フ ェ ノ ロサ は25歳 で300円 の高 月 給 で 東京 大 学 教 師 と し て来 日
し,1886(明 治19年)ま で政 治 学,経 済 学,哲 学 を講 義 した 。 学 生 に は 井 上 哲
次 郎,坪 内 逍 遙 な ど と共 に15歳 の 岡倉 天 心(1862-1913)も いた 。 貿 易 商 の 次
男 の 天 心 は フ ェ ノ ロサ の助 手 と して通 訳 を つ とめ,仏 教 書 や 美 術 書 の 翻 訳 も し
た・ フ ェ ノ ロサ の仏 教 へ の関 心 は 天 心 の影 響 で あ った 。 天 心 は 英 文 「国家 論 」
を卒 業論 文 に した が,妊 娠 中 の 若 妻 と衝 突 して,妻 が そ の卒 論 を 焼 きす てた の
で2週 間 で 「美 術論 」 を書 い て提 出 した た め に成 績 劣 等 で あ った。











本美術の人気が高 く,そ の収集熱が強 くなった。当時の日本品で世界に通用す
るものは美術品だけであった。それ らの海外流出は,よ り安全な場所へ移 した
と考えれば,結 果的にはよかった と思われる。1887(明 治14年2月)に フェノロ
サは 日本絵画復興のために天心(海 外では天心 と呼ばれず,い つ も覚三 と呼ば
れた)ら と 「鑑画会」を創設 して月例会を開き新 日本画創作を奨励 した。委員
の一・人フェノロサは主に絵画鑑定法を学び,実 質的に主導権を握ると,独 創的





は晩年の芳崖に よってあげられた。新しい形式,彩 色,明 暗法による立体感,




ラ ・ファージ(JohnLaFarge,1835-19⊥0.)を 誘って3か 月ほど見物に来 日
した。51歳 のラ ・ファージは来日すると書簡体の随筆を書ぎ,後 に 『絵画東遊
録』(1897)と してニューヨークで出版 した。彼は1856年 頃からアメ リカで版
画に接していて 『世界の巨匠たち』(1903)を 出版 し,線 画を賞賛した。 と
くに,ラ ・ファージのイメージのなかで最高のものは観音が涅槃(ニ ルヴァー
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ナ)の 瞑想に耽っている時のものであって,観 音を思 うと仏教的な慈悲の観念
に打たれるようだ とい うのであった。1879(明 治12年7月14日)に フェノロサ
夫妻は手伝い1人 と車夫5人 をつれて人力車で日光旅行をした。 自然の風景と
人情を楽しんだが,こ の旅行で第18代 大統領グラン ト将軍 と対面した。いかに
も日本 らしく17日のグラント日光訪問に備>xて 道路は改修中であった。20日 の
日光町民のグラント大歓迎会にはフェノロサ夫妻も出席した。政治話がはずむ
こともな く,た だ会ったとい うだけであった。また,フ ェノロサ,ビ ゲロー,
天心は明治17年 に奈良法隆寺を訪ねて夢殿の救世観音を見ることができ,そ の





天心をつれて出発した。当時,特 命全権公使 としてワシントンに3年 余駐在し
た九鬼隆一も帰国して宮内省へ移 り,全 国宝物取調局設置の畿内宝物調査団長
(1888.4.)に なった。5月5日 からフェノロサも参加 して東京から海路神戸
へ向い,大 阪,京 都,和 歌W,奈 良の宝物調査を行った。彼は講演を して,奈
良とローマを比較 し,古 代ギリシア,ペ ルシアなどの遺品が奈良に渡来 してい
ると述べた。8月 中旬には正倉院開封の時に調査団一行は京都調査を中止 して
正倉院宝物を見学 した。11月30日 か ら12月6日 までの滋賀県調査で三井寺の宝
物中,絹 本黄不動をはじめ天台密教仏画を調査し,木 造の智証大師坐像 とか円
ドウガソ ジ
山応挙の巻物3巻 なども調査 した。湖上を長浜へ渡 り,車 で渡岸寺へ赴 き木造
の十一面観音立像を見て感動した。それか ら竹生島へ渡 り宝厳寺の宝物を調査
ライコウ ジ
し,さ らに,大 津へ戻 り坂本の聖衆来迎寺で滋賀の正倉院と言われる宝物を調
査 した。これ らはフェノロサの遺著r東 亜美術史綱』に詳しい。
芳崖最後の傑作 「悲母観音図」(明 治21年)に は東洋的神秘芸術の伝統に西
洋画の影響が うかがえる。彼は狩野派の天才 として欧米の絵画に立ち向い,日
本画の近代化に尽力したが,東 京美術学校開設など,そ の後の日本画の興隆を









の美術の伝統が狩野派によって守 られ た と考 え,そ の後継者を芳崖に期待し
た。古典主義のフェノロサは東洋の理想を中国唐代の画家達に発見していた。
そして,「 観音立像」をラファエロの 「聖母マリア」に匹敵すると絶賛 した。
こうして,明 治の日本画はフェノロサ,天 心,芳 崖によって推進された。
1888(明 治21年)に 東京美術学校(theTokyoFineArtsAcaderny)が 開
設されフェノロサは美術史の講義を担当したが,文 部省は西洋美術導入に熱心
で日本の伝統を重視しつつ新 日本美術創造を 目的にした天心を嫌った。天心は
1898年 に校長を辞 して,帝 国美術院(theImperialMuseum)を 創設した。
天心辞任の時,近 代日本画草創期を代表する橋本雅邦,横 山大観 菱田春草な
ど17人も一緒に辞任 した。彼等は19世紀フランスの自然復帰派にならって 日本
バル ビゾン派を志し,茨 城県に研究所を開設 した。 この開設にはビゲロー達が
援助の手を延べて くれたが財政難であった。 この美術院の新画法は朦朧体と称
したが,評 価されずに天心は失望 した。すでに芳崖は世になく,フ ェノロサは
仏教徒になって1890年(明 治23年)に 帰国し,新 設のボス トン美術館東洋部初
代部長(1890-97)に なっていた。ビゲローは美術工芸品2万 余点をボス トン
美術館に新設の日本部に預け(1890),後 に寄贈した。 ビゲローは父の没後,
父に代ってボス トン美術館終身理事に就任し,失 意の天心をフェノロサの後任
としてボス トン美術館へ 招 いた。天心は 日本画の東京美術学校第1号 卒業生
の大観 と早春と陶器の六角紫水達の作品展 のた め に彼等をつれて横浜を出港
(1904.2.10.)し た。 当日は日露宣戦布告当日であったが無事ニューヨークへ
到着 した。二x`ヨ ーク ・タイムズは天心を洞察力に富み,博 学な評論家だと
賞賛 し,そ の歓迎に天心は感激 した。1896年(明 治29年)に フェノロサはヨー
ロッパをへて再来 日して1900年(明 治33年)ま で東京高等師範学校(theIm・
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perialNormalSchool)で 英 語 英 文 学 を教 え,帰 国後 は コロ ン ビ ア大 学 教 授
として 比較 文 学 の講i義を担 当 した 。 翌 年 来 日 した の が最 後 の訪 目に な った 。 ア
メ リカ と ヨ ー ロ ッパ で東 洋美 術 につ いて 講 演 と執 筆 に尽 力 した 彼 も主 に メ ア リ
ー の家 に 近 い モ ー・ミイ ル効 外 ス プ リン グ ・ヒル の新 居建 設(1902)費 に 意 外 の
資 金 が 必 要 に な った りして経 済 事 情 か ら愛 蔵 の 多 くの浮 世 絵 を 売 却 した 。 さ ら
に芳 崖 の 「観音 図」 ま で も手 離 した 。1908年 に 彼 は ロ ン ドンで 心 臓 麻痺 の た め
に客 死 し,ハ イ ゲ ー ト共 同埋 地(HighgateCemete:y)に 仮 瀾葬 され た が,
遺 志 に よ って 滋 賀 県法 明院 に改 葬 され,13回 忌 に は東 京 美 術 学 校(芸 大)に 記
念 碑 が 立 て られ た 。 フ ェ ノ ロサ は詩 集EastandWest(1893)や 日本 美 術 に
関 す るTheMastersofUkioye(1896)な どを 出版 した が,主 著 はEpochs
ofChineseandJaﾟaneseArt(1912,2vols.,2ded. ,)で,こ れ は死 後,後
妻 メ ア リー(MaryMcNeillFenollosa)に よ って 出版 され た 。 こ こで 天 心 に
つ い て 一 言 だ け ふ れ よ う。20世 紀 初期 の ア メ リカは文 化 の伝 統 的 価 値 観 崩 壊 の
時期 で,機 械 文 明 と大 量 生 産 が 広 ま り,芸 術 家 は 疎 外 され て,そ れ に不 満 な ボ
ス トンの 知識 人達 は新 価 値 観を 探 して,東 洋 文 化,と くに宗 教 に 精 神 的 満 足 を
求 め た。 天 心 は ビ ゲ ロー を通 じてル ー ズ ベル トの ア メ リカ政 府 と連 絡 して ロ シ
アに 働 きか け た こ とが あ っ た の で,1年 ほ ど ロ ン ドンに滞 在 して 帰 国 した 時 に
ア メ リカで対 ロ シア戦 を支 えた と自負 した 。 天 心 に 従 って渡 米 した 横 山 大 観 は
天 心 が 空 気 を 描 け と言 った の で 月 と海 を 多 く描 い て,朦 朧 体 を 進 めて い た が,
帰 国 後 に は朦 朧 体 よ りも色 が 明 る く写 実 的 に な った 。 写 実 画へ 向 った 日本 の 近
代 化 は大 観 に よ って は じ め ら れ た 。 ラ ・フ ァ ー ジ の手 配 で有 名 な セ ンチ ュ リ
ー ・ア ソ シェ ー シ ョン(CenturyAssociation)画 廊 で朦 朧 体 の 日本 画 展 覧会
が 開 催 され る と,予 想 外 の好 評 で よ く売 れ た 。 つ い で なが ら,亡 妻 マ リア ンが
5歳 の 時 に死 ん だ母 は エ マ ス ン達 と親 し い超 絶 主 義 者 で あ った 。 ア ダム ズ は 冷
笑 的 で あ っ た が,仏 教 的 な着 想 を得 る と,多 くの骨 董 品 を 買 い あ さ った 。 ビ ゲ
ローは パ リの 古美 術 商 か ら も刀剣,漆 器 を は じめ 大 量 の ものを 買 い,そ れ らは
ボス トン美 術 館 に 収 ま って い る。 そ して,ミ ズ ー リ州 の セ ン ト ・ル イ ス 万 博
(1904.9.)で 講 演 予 定 のル ー ヴル 博物 館長 が急 病 の た め に講 演 を キ ャ ンセ ル
した の で,天 心 は 万 博 で大 聴衆 に講 演 す る機 会 を 与 え られ,「 絵 画 に お け る近
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代 的 問 題 」("ModernProblemsinPainting")と 題 す る講 演 を 行 った 。 宗教
芸 術 を 育 て た 中世 ギ ル ドや 日本 の寺 院 を 回想 して現 代 社 会 の状 態 を 嘆 い た 。西
洋 化,近 代 化,産 業 主 義 化 を進 め よ うとす る 日本 で,い か に伝 統 芸 術 を 守 って
い くべ きか を 問 い,さ らに,芸 術 家 が 社 会 か ら疎 外 され,真 の芸 術 の育 成 が 阻
害 され て い る と訴>xた 。 天心 は 「芸 術 そ れ 自体 が 宗 教 で あ る。 神聖 な ものを 描
いた と言 って も,そ の絵 が 神聖 だ とは言 えな い。 宇 宙 に対 す る気 高 く,真 摯 な




述 べ た。 講 演 は好 評 で 直 ちに フ ラ ン ス語,ド イ ツ語,イ タ リア語 に 翻 訳 され
た。 天心 の近 代 化 と産 業 主 義 に 対 す る抵 抗 は多 くの ア メ リカ人 聴 衆 に共 鳴 され
た。
1906(明 治39年)に 完 成 した のが 天 心 の代 表 作 品 『茶 の 本』(TheBooんof
Tea,1906)で あ る。 これ は天 心 が 西 洋文 明 の誤 りを感 じて文 明 の進 路 変 更 を
迫 り,西 洋 模 倣 は軽 々 し くなす べ きで は な い と述 べ た もの で あ る。 天 心 の渡 米
以 前 に も フ ェ ノ ロサや モ ー スが 滞 日経 験 を も とに 日本文 化 を 紹 介 し,ボ ス トン
の 日本 熱 は 非 情 に 高 ま って いた 。 訪 日経 験 者 の多 くは 帰 国後,日 本 で経 験 した
茶 の湯 を ア メ リカで も試 み よ うと した 。 ヘ ン リー ・ア ダム ズ も駐米 大 使 吉 田清
成 に和 服 着 用 を す す め て茶 会 を 楽 し ん だ 。 茶 室 を建 て て 楽 しんだ 富 豪 もあ っ
た 。 ラ ・フ ァー ジに 捧 げ られ た 『茶 の本 』 に は天 心 の 人 生 観 が よ く現 わ れ て い
る。 天 心 は 日常 生 活 の な か に美 を見 出 し,茶 は 日常 的 総 合芸 術 で東 洋 民 主 主 義
の精 髄 で あ り,西 洋 が 東 洋 に 学 ぶべ き も のは 厂茶 の 心 」 に表 現 され る東 洋 精 神
だ と説 いた 。 と くに,第3章 「道 教 と禅 」 に お い て は,天 心 は 道教 は現 世 を あ
るが ま ま に受 け 入 れ,苦 難 に満 ちた 現 世 に も美 を 見 出 そ うとす る点 で儒 教 や 仏
教 とは異 る と説 き,「 ア ジ アで の 道 教 の貢 献 は美 学 の領 域 にあ った 」(Okakura
Kakuzo,TheBoo々30fTea,Tokyo;TuttleCo.,1982 ,p.44)と 言 っ た。 道
教 とは処 世 術 を 説 い た もの で あ る と天 心 が 語 った 点,哲 学 と言 うよ りも処 世 訓
と言 うべ きエ マ ス ン思 想 に 通 じる もの が あ る。 『茶 の 本 』 は 海 外 に おけ る 日本
文 化 紹 介 の 古典 と言 わ れ る。 天 心没 後,『 茶 の 本 』 に 強 い 影 響 を受 け た ア メ リ
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カの建築家にライ ト(FrankLloydWright,1869-1959)が いる。 ライ トは
『茶の本』に影響されて独特の建築法を考えた。ライ トは東京の旧帝国ホテル
建設で知 られている。この竣工式当日に関東大震災が起ったが,ホ テルは倒壊
しなかったのでライ トは日本 だけ で な く,ア メリカでも有名になった。その
後,ラ イトは長 く浮世絵にひかれ1905年 に再訪日して浮世絵を買い集め,そ の
翌年,「 広重」を中心にシカゴ美術館で博覧会を開いた。西海岸カリフォルニ
アには日本風家屋が建てられ,枯 山水の庭までもあった。しかし,1930年 代に




に育った。キ リス ト教では生活地盤が,天,神,イ エス,マ リアなどとい うも
のに置かれている。罪の世界から神の国への甦えりを願っても,人 間の側か ら
はその実現は不可能である。神の自由決定で,人 間の自律の全 くない完全他律
である。近世になって自律があることに気づいて自信 とい うものを持 ったの
で,近 代人が神を信 じると言っても,そ の神は中世キリス ト教徒の信仰 とは別




ある。仏教は無神論であ り,自 律の悟 りを求める宗教である。いわば,自 分 自
身が神になるのである。真のキリス ト信者においては,イ エス ・キリス トと言
うとき,そ れは現実の人間で神 と人間の間の仲介者だが,元 来は神であ って,
罪人である人間とは完全に 異なる特殊なものである。 エマスンはr神 学部講
演』 のなかで キ リス ト教の儀式を否定して,神 そのものとの直接対話を求め
た。キ リス トを仲介者にして,空 想の神を信 じるのがキ リス ト教であ り,神 の
存在を考%.ず に戒律だけを守るのが仏教だと大雑把に区別することができる。
最 も重要なキリス ト教と仏教の立場の相違点を見ると,キ リス ト教徒が愛に
ついて語 り,実 践するとき,彼 等を励ます ものは 「……愛がなければ教 うるに
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た らず,… …愛は寛容にして慈悲あり,… …非礼を行わず……憤 らず……信仰
と希望 と愛の三つの うち最大のものは愛である」(厂 コリント前書」)と いうパ
ウロの言葉である。また,マ ルコ伝とマタイ伝でも 「自分の如 くに隣人を愛す
べ し」 とイエス ・キ リス トは述べている。キリス ト教が愛の宗教であるのに対
して,仏 教は慈悲の宗教である。釈迦の教えは自己形成の道であり,「 自分の
頼 るべきものは自分だけである。……自分を知 り尽す とき,人 は頼るべきもの
を得る」 とい うように,自 分を知 り尽すことが最高の人格形成になると釈迦は
言った。従って,釈 迦の道に従 う者は,ま ず自分に向かわなけれぽならない。
釈迦は 「一切の世界に対 して無限の慈悲心をもってせよ」 と説いた。それは,
万物に安楽を願 うことであ り,難 行苦行をなすことな く,慈 悲心を養 うだけで
いいと説いたのである。キ リス ト教は 「神は愛な り」 と他律的な愛を説き,仏
教は,「 仏心とは大慈悲心な り」 と自律的覚醒を説いた。釈迦は一人の婆羅門
が 「汝も自分で耕 して食 うがいい」 と言った時,「 我もまた耕す」 と答えた。
精神世界における開拓を釈迦は言ったのである。
キ リス ト教における愛の実践は神の愛の模倣として行 なわ れ る。人間の愛
(厂エロス」)がいかに高め られても神の愛(厂 アガペー」)に は質的相違によっ
て及ぼない。 厂敵を愛し,敵 のために祈れ」と言い,厂 もし人,汝 の右の頬を
打たば左をも向けよ」 と説いたのは,「 天にいます父の子になるため」であっ
た。 このように祈ることに よって,は じめて人間の愛か ら神の愛に人間は入る
ことができるというのである。これに対 して仏教における普遍的な愛は慈悲を
通して万人に広がってゆ くのである。祗園精舎で一人の婆羅門に 厂出家の道は
自分一人の安心解脱を 目的 とするか ら一人のための幸福の道を求めるもので,
多数人のための幸福の道に比べて劣る」と言われた とき,釈 迦は 厂私は自分の
苦悩の解決を求めて出家 し,こ の道を発見し,こ の道によって解決できた。そ
こで人々に説いて,こ こに道があるか ら,こ の道を歩んで解決に至るがいいと
教えている。多数の人がこの道を行けば,こ れは一人の幸福への道ではあるま
い」 と答えた。これが釈迦成道以来45年 にわたる彼の伝道精神であった。愛と
慈悲は一般に同様に考え られ,フ ェノロサに於てもそ うであってキ リス ト教徒
から仏教徒に変 りやすかったと思われる。 しかし,両 者は思想内容も論理構造
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も全 く立場を異にしている。 フェノロサが帰依 した天台仏教について簡単にふ
れ よう。初期 の仏教教団は多 くの部派にわかれたが,や がて仏陀教説 として簡
明な阿含教典が成立した。正確を期 してその注釈中心の教義研究を進めたのが
アビダルマ(abhidharma)諸 派である。印度神話からはじまったバラモン教の
権威が落 ち,階 級制度が衰退 した頃,新 思想を求めて出家する人々が出現 し,
その一人が仏陀であった。バ ラモン教はヒソドゥー教となって残った。アビダ
ルマ諸派中で最多の論文を残 したのが 「説一切有部」(Sarvastivadins)で ある。
仏滅後200年 頃か ら西北印度に広 まり,数 百年かかって阿含教理を体系化して,
有部独自の思想体系を作った。それが前5世 紀頃の 『阿毘達磨倶舎論』(Abhi-
darma-Kosa)で ある。 しかし,仏 陀の教説が簡明に示されている阿含経をあ
まりにも観念的に複雑化したので仏教本来の立場 とは異ると ころが多 い。 後
世,こ れ らは小乗仏教とか煩瑣哲学とか呼ばれた。初期仏教思想の検討である
『倶舎論』は阿含体系の理論的分析に専念しすぎた ところに無理があった。阿
含教の中心は一切 無常にあ り,無 常の論拠は縁起説にある。すべてが,神 の被
造物 とか偶発物 とかではな く,因 果関係で成立 していて,あ らゆる存在の要素
が因果律によって集合離散をくり返し構成 されているとい うのである。
阿含経成立後,仏 陀と阿羅漢(arhat供 養を受けるにふさわしい人)と は同義
語に用いられ,何 人も正しい知恵によって煩悩を断てぽ悟 りの境地に至 りうる
とされてきたが,ア ビダルマ仏教によると凡夫が聖者になって阿羅漢になる悟
りの道 と,菩 薩が仏陀になる道 とは峻別された。 『倶舎論』における悟 りの世
界 とはあ くまでも阿羅漢として涅槃を得ることである。すべては心によって生
じ,心 と無関係なものはあ り得ないとい うのが根本原理である。
叡山の入唐僧円珍は真言密教と天台止観の両業を広めよとい う勅命を受けた
時には帰朝後8年 目,53歳 であった。叡山は両業勤修の道場だか ら,か つて最
澄が空海に密教教典借覧を乞 うた時,厂 最澄,入 唐するも真言を学ばず」 と罵,
倒 された。法弟円澄も空海に 「本源と力を争わず」 と懇請したが空海の意志は
変らなかった。結局,脱 空海を唱えたのが最澄の弟子円仁であった。 彼は838
(承和5年)入 唐して,847(同14年)ま で約10年 の留学で顕密両教 の奥儀を




言三大経だと尊重 した。叡山における密教不備を補 うためにこう言った とはい
え,こ こに空海の東密と叡山の台密との相違点は明白になった。さて,円 珍は
空海の姪の子だとも言われるが,851(仁 寿元年)入 唐 し,858に 帰朝し,天 台
別院 とされた園城寺(三 井寺)の 住職になった。円仁招来の新法中で金剛頂経
と蘇悉地経を彼の二大業績だ と円珍は断言した。彼は朝廷の信頼は厚かった
が,教 理的には劣っていて,円 仁の弟子安然のほ うがす ぐれていた。円珍は思
想的に空海の 厂十住心論」 と 厂秘蔵宝鑰」を批判した。円珍は大 日如来が中心
だが,そ の応身である釈迦如来が法華経を説いたから,両 経同一という認識を
持っていた。台密は胎蔵界大 日如来を中心にして真言密教 と天台法華を融合さ
せようとしたのである。70歳 の円珍は883(元 慶7年3月)に 青年時代を回想
して,真 言即法華,金 剛即胎蔵,真 理は一つ と書いた。生涯にわたって空海を
攻撃 した円珍のあとをついだ秀才の安然によって台密は東密を敵視する必要が
なくなった。
仏教各宗派にはそれぞれの価値観に基づいた教学(教 相)と 実践(事 相)と
教化伝道がある。 空海のr三 教指帰』(上 ・中 ・下 ・三巻)は797空 海24歳 の
著述である。三教 とは儒教 道教,仏 教を言い,ま ず,儒 教を道教の立場から
批判 し,道 教を仏教の立場か ら批判 して,仏 教真理を最高 と断定したものであ
る。 これは 日本最古の思想批判で あ り,後 年の空海主著 『秘密曼荼羅十住心
論』10巻 をもって完成 した 日本最初の批判全書とする。空海は考え方には浅深
があ り,各 宗派の教えはすべて聖人の教えだから,あ る教えを学べば別の教え




地獄 ・極楽は自業自得で,現 世にとどまる限 りは苦は永続す ると考えた。r十















最澄が伝えた純粋な密教(純 密)に 対して雑部密教(未 整理の密教)と 呼ばれ
た。これは呪術中心で現世利益を願い,容 易に日本社会に吸収 された。奈良時
代には国家公認ではないが呪術を使 う山林行者が多 く,役 小角(舒 明6年)な
どはその代表者である。そして,国 家公認僧 も現世利益に注目して遺唐使に加
わ り競って雑密経典を輸入 し,そ れが山林行者間に広まった。
印度では7～8世 紀頃に密教研究が頂点に達 し,雑 密が整理されて純密が成
立 し,『 大 日経』と 『金剛頂経』に集約された。大 日如来を本尊 とし,即 身成
仏のための三密修行が確立 され,曼 荼羅が創作された。この時代においてガン
ジス河畔に生まれた 『大 日経』は南印度で完成 し,他 方,『 金剛頂経』は唐へ
伝わ り,空 海が806(廷 暦25年)に 日本にもた らした。 中国で恵果阿闍梨が両
系統を統合して密教思想体系を創ろ うとしたが果たせずに,す べてを弟子の空
海に託した。 最澄は竜興寺の順暁に 『大 日経』系の密教だけを学び805(延 暦
24年)に 帰国して,日 本最初の密教学教団である天台宗を開き国家に公認され
た。しかし,前 記のように,台 密完成は弟子達の入唐求法の努力によって遅 く







れ,密 教i勢力は衰退に向った。かつて,空 海は弟子達に,疑 うことなかれ,万
法自身の元一体,金 剛界大 日如来は雨煙る山頂の岸壁にこそ出現す ると言っ
た。 これはエマスンの大霊に通 じ,フ ェノロサも感動 したであろ う。両者共に
Self-Reliance思 想の具現化である。修験行者は疲労消耗の極地に,空 中飛翔
感に襲われ,火 炎の輪宝が重なる破魔になって現前する。恐怖の魔神が住む闇
の彼方の山頂か ら迫る夜気と静寂に向って,法 力を求める行者は九字を切 り阿
字観に入る。 ここに真言密教最大の魅力が存在する。ここでカリスマ不足のた








として残すべ きだ と考えた。日本の仏画は4世 紀以上も独創的発展をせずに形
式主義にとどまっていた。この伝統的な形式を捨て去 り,創 造的観念の力を復
活させなけれぽならないとフェノロサは考えた。 しか し,こ の考え方を彼はす
べての人kに 要求したのではなく,そ のような画家の一・人が狩野芳崖だと断定
した。やがて,来 日したビゲローが天心と親 しくな り,仏 教に注 目した。ビゲ
ローは天心 とフェノロサと一緒に大津市園城寺(三 井寺)山 内の法明院住職の
桜井敬徳律師か ら梵網菩薩戒を受けて仏教に帰依した。この年の夏,フ ェノロ
サを東京大学外人教師に推薦したモースも参加 して,東 京から大阪まで古美術
蒐集旅行に出かけ,大 津でも蒐集した。 ビゲローはフェノロサ在 日の7年 間,
一緒に美術品蒐集を続け,終 生,互 に理解者であった。後にフェノロサをボス
トン美術館東洋部長に推薦 したのもビゲローであった。フェノロサは東洋美術
研究の結果,進 んで背景の東洋文化を知ろ うとして,仏 教だけではなく漢詩を
森槐南に,易 を根本通明に,謡 曲を梅若実に学んだ。 しかし,彼 はハーソ同様
に日本語を理解できなかったのみならず,宗 教的には懐疑的であったか らキ リ
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ス ト教 と仏 教 の相 違 は わ か らな か った と思 う。 そ の 点 も,万 物 同一 と い うエ マ
ス ンのル ー ト論 の 影響 が あ った と思 わ れ る。 フ ェ ノ ロサ は関 西 出張 の 度 に法 明
シ グ レ
院を訪ね,茶 室 「時雨亭」で瞑想 したと言われるが,彼 が天台密教の本格的修
業をした様子はなく,実 際にそれは出来なかったと思 う。フェノロサニ度 目の
来 日の時には(1896.9.)京 都滞在中に法明院を何度も訪ね,夫 人 メアリーも
桜井律師の後継者(直 林敬円師)か ら受戒 して 「光瑞」とい う法号を与えられ
た。明治23年 に帰国してか らのフェノuサ の活動は物質文明に支配されたアメ
リカへ東洋の精神文化を導入し,新 文化を新天地に実現させようとい うもので
あった。そ して,東 洋の理想は仏教興隆によって果たされた 日本にしか期待で
きないと彼は考えた。しかし,仏 像を信仰の対象とい うよりも美術品として受



















在,思 考次元を越える存在であって,神 とい う言葉以外では表現できないもの
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が神だと言った。それゆえに,形 式主義,権 威主義に陥った歴史的キ リス ト教
を打倒 して,神 と人間霊魂を抑圧状態か ら解放しようと考%..たのであった。
富嶽36景 などで有名な江戸期の浮世絵師葛飾北斎(1760-1849)初 期の 「幻




期の 厂叢 春 郎」の署名と朱印付で発見された というのである。調査の結果,
1900年(明 治33年)に 肉筆北斎展が開かれた時にフェノロサが出版した同展図




一面を語る新聞記事(「 日経」平成10年6月16日)も あった。 フェノロサの防災
についての話で,概 略すると,「 明治時代に文化財保護思想を先取 りした遺物
が奈良県桜井市の聖林寺にある。脇仏の国宝十一面観音立像の厨子だ。石造 り
の車輪 とレールがあり,非 常の時には台座ごと堂外に引き出せる設計だ。 日本
仏教美術再評価に功績のあったフェノロサが特注寄進 したものだ。1888年 聖林
寺を訪ねたフェノロサはrこ の仏像は奈良盆地中のいかなる素封家の財宝をも
しのぐ』と言って,こ の観音像 と対面すると,そ の芸術的完成度の高さに息を
のんだ。50円を託 して厨子を特注させた。厨子は高さ約3.5メ ー トル,幅 ・奥行
とも1.8メ ー トルで,幅 約10セ ンチ,直 径20セ ンチの車輪付で2本 のレールが敷
き込んである。フェノロサは簡単なスケッチを描いて説明した。厨子の床には
『用心のため宮内省属米国人フェノロサ並 ビゲロ2名 この厨子を寄付するもの
な り。明治21年 秋云k』 と墨書されている。この仏像は大神神社の大御輪寺の
本尊 として長 く安置されていたが,1868年(慶 応4年)神 仏分離令が公布され
て聖林寺に引きとられた とい う。 この像には1967年 に専用収蔵庫が出来た」と
記 されている。 日本の倫理,道 徳を支えてきたのが宗教だが,日 本が精神的に
欠落 してきたのは宗教を離れたからにほかならない。余談になるが,全 知の最
高神アフラ ・マズダーと無知の大魔王アラン ・マンユのもとに王国を形成する
ゾロアスター教のアル ドウィー ・スーラー ・アナーヒター女神は水神だ と考え
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られ,起 源 不 祥 だ が,印 度 で は サ ラ ス ヴ ァテ ィ ー(弁 財 天)と され た こ と もあ
り,メ ソポ タ ミアの イ シ ュタ ル女 神 に も似 て い て,仏 教 の 観音 の起 源 と も言 わ
れ る。 美術 評論 家 フ ェノ ロサ は これ らの興 味 深 い こ とも考 え た の で あ ろ うか 。
18世 紀 イ ソ ドの執 政 官 で弁 護 士 の ウィ リア ム ・ジ ョー ンズ の東 洋 学 に は注 目
す べ き もの が あ った。 これ が,後 にエ マ ス ンや ソ ー ロ ウ(HenryDavidTho-
reau,1817-62)達 超 絶 主 義 者 に ア メ リカ ・ル ネ ッサ ンス の花 を 開 か せ た 。 フ
ェ ノ ロサ 自身 が ハ ー ヴ ァ ー ド大 学 で熱 心 に 聴 講 した の は エ ヴァ レ ッ トの比 較 宗
教 学 とノ ー トン(CharlesEliotNorton,1827-1908)の 美 術 史 とで あ った。 南
北 戦 争 前後 の精 神 的 荒 廃 の時 期 には ア メ リカに オ カル トと美 術 の ブー ムが あ っ
た 。 建 国100年 記 念 の フ ィラデ ル フ ィア万 博 で は フ ェ ノ ロサ は会 場 内 の美 術 館
に 一週 間通 いつ め,ヨ ー ロ ッパ絵 画 に傾 倒 して ア メ リカ美 術 の貧 しさ とア メ リ
カ人 の美 的 感 覚 の 乏 し さを 痛感 した。 翌 年 に開 設 間 もな い ボ ス トン美 術 館 付 属
絵 画 学 校 へ 通 い,実 地 に練 習 して,美 術 批 評 の分 野 に進 も う とした 。 ノ ー トン
か らモ ース を 通 じて東 京 大 学 に雇 わ れ る こ とに な った のは そ の2年 後(1878年
4月)で あ った 。
先 輩 エ マ ス ンは 「コ ン コー ドの聖 人」 と して,文 明精 神 の 具 現者 と して,日
本 に も影響 を 与>x.て いた 。 す ぐれ た 日本 人 は留 学 中 にエ マ ス ンを読 み,エ マ ス
ン 自身 の講 演 を 聞 き,帰 国後 に エ マ ス ンの作 品を テキ ス トに した 。 エ マ ス ンの
講 演 を 聞 いた 神 田乃 武 や 外 山 正 一 は 帰 国後,さ か ん に エ マ ス ンの作 品 を テ キ ス
トに して講 読 した 。 また,徳 富蘇 峰 を は じめ 多 くの 日本人 が エ マ ス ン 愛読 者 に
な った 。 日清 戦 争 後,蘇 峰 は世 界 一 周 の途 上 で コン コー ドに よって エ マ ス ンの
墓 に も うで,エ マス ンの遺 族 に も会 った 。 エ マス ン文 学 の真 骨 頂 は 理 想 と知恵
が調 和 す る とい うもの で,文 明開 化 の 明治 人 が ア メ リカ文 学 か ら うけ た 最 初 の
精 神 的 衝 撃 で あ った。 徳 富 蘆 花 や 国木 田 独 歩 の 作 品 に もエ マス ンの影 響 が 影 を
濃 く落 して い る。 さ らに,ソ ー ロ ウのrウ ォル デ ン』(Walden,1854)の 影 響
も無 視 で きな い。 また,高 村 光 太 郎 を は じめ,ホ イ ッ トマ ン も 日本 近 代 文 学 に
大 きな影 響 を 与 えた 。 北 村 透 谷 の よ うな 暗 い運 命 の人 は明 るい大 道 を 闊 歩 した
エ マス ン,ソ ー ロ ウ,ホ イ ッ トマ ン達 の文 学 か ら衝 撃 を 受 け,勇 敢 に 戦 って 敗
れ た。 透 谷 の なか に は現 世 を 超 越 し よ うとい う浪 漫 的 な願 い と現 実 的 な 思 いが
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争 って い た。 しか し,エ マ ス ン達 に とっ て は現 実 的 に な る こ とが 浪 漫 的 に な る
こ とで あ った 。 エ マ ス ソの代 表 的 作 品 『自然 論 』(1836)に は,自 然 に対 して
他 人 の思 想 を 通 して で は な く,直 接 に 自分 で 関 係 を もつ べ きだ と書 いて あ る。
現 世 は完 璧 だ と信 頼 して いた か らで あ る。 エ マス ソの 大 霊(Over-Soul)と は
偏 在 す る一種 の精 気 に ほ か な らない。 透 谷 の 『エ マル ソン』(1894)は 日本 最
初 のエ マ ス ン論 で あ る が,事 実 は精 神 の記 号 だ とい う青 年 期 エ マス ソだ け に重
点 を お い て い る。 透 谷 は25歳 で 自殺す る運 命 に あ った 。 エ マ ス ソの 超絶 的 自我
が 透 谷 最 後 の 手 が か りで あ った が,そ れ は夢 に終 った 。 エ マ ス ソに よって 安心
立 命 を 得 た と感 じた の は 功 利 主 義者 山路 愛 山 で あ った 。 彼 は エ マ ス ンの プ ラ グ
マテ ィ ッ クな と ころに 注 目し た の で あ った。 『自然論 』 か ら宇宙 は因 果 の 連 鎖
で無 限 に続 く円環 だ と考 えた 「円環論 」 へ と進 む 青 年 エ マス ソの 超絶 主 義 は ア
メ リカ浪 漫 主義 の精 華 で あ った 。 彼 の前 半 生 はSelf-Relianceと 呼 べ ば よか っ
た 。 透 谷 は エ マ ス ンを 自分 の支 えに した の だ が,精 神 も社 会 もエ マス ン達 の も
の とは 全 く違 って い た。
エ マス ンが フ ェ ノ ロサ とあ る程 度 の 共 通 点 を もつ の は,青 年 時 代 の エ マ ス ン
で あ る。 『神 学 部講 演 』 の な か で 厂歴 史 的 キ リス ト教 は 魂 の教 義 で は な く,個
人 的 な も の,実 証 的 な も の,儀 式 的 な も のの 誇 張 で あ る。 キ リス ト教 は 今 も昔
も有 害 な誇 張 で イ エ スに つ いて 語 って い る」 と述 べ て,宗 教 的価 値 と,そ の見
せ か け とを 区別 した 。 エ マ ス ンは 歴史 的 キ リス ト教 に 「宗 教 精 神」 を見 なか っ
た 。 エ マ ス ンは 渡米2代 目か ら代k牧 師 の いわ ゆ る ア メ リカの 貴族 と して ボ ス
トンに 生 ま れ た。1829年 に ピ ュー リタ ンの大 物 イ ソ ク リース ・マ ザ ー と息子 コ
ッ トソ ・マ ザ ーが長 く牧 した有 名 な ボス トソユ ニテ リア ン第 二 教 会 の 牧 師 に な
り,新 時 代 の 宗 教 家 に な ろ うと勇 気 を も って望 ん だ。 しか し,こ の 希望 は続 か
ず に,3年 後 には 特 定 の 宗 教 団体 に所 属 す る のは 自然 で は な い と考 え(1831.
6.),礼 拝式 は宗 教 的 見世 物 だ と判 断 し(日 記10.27.),儀 式 に独 善 と…排他 を発
見 して,そ れ を 視 野 の狭 い思 い 上 りだ と断 定 した ・ そ して,儀 式 を 排 除 す る ク
ェ_カ ーの ジ ョー ジ ・フ ォ ッ クス(GeorgeFox,1624-91)の 伝 記 に 慰 め と励
ま し とを得 て,10月 に 「ま こ との 人 」("TheGenuineMan")と い う最 終 説 教
を して教 義 と儀 式 に捕 わ れ な いSelf-Relianceの 精 神 を説 い て,委 員 会 で30:
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25票 で辞 任 の許 可 を 得 て,29歳 の エ マス ンは 教 会 を 去 った 。 これ 以 後 ,暗 い 反
省 が な くな り悪 の 問題 は彼 の 日記 か ら消>xた 。 エ マ ス ンのCompensation(報
償)とSelf-Relianceの 思 想 は躍 進 した。 自分 の新 思 想 を 試 す た め に ヨー ロ ッ
パ へ 向 った 彼 は 多 くの文 人 に会 って 影響 を うけた が
,自 分 の 思 想 に 自 信 を 持 つ
こ とが で き た。 コー ル リッジのAidstoReflectionや サ ソ プ ソ ソ ・ リー ドの
ス ウ ェー デ ンボ ル グ論 や ゲ ーテ(JohannWolfgangvonGoethe
,1749-1832)
の諸 作 品 な どの影 響 で,非 社交 的 な冷 た い性 格 ,弱 い 身体,妻 の病 死,弟 の発
狂 な どつ らい経 験 に立 ち 向 った エ マ ス ンはCompensationの 思 想 を い よい よ固
く信 じた。 エ マス ンは 自分 の性 格 的 な弱 さを 克 服 す るた め のSelf-Relianceを
1830年 頃 にGod-Relianceの 一 形 式 として 意 識 した。 「熱 心 に 自分 の 理 性 に耳
を傾 け る と,真 理 に,神 に頼 る こ とが で き る」(日 記1830 .9.27.)と エ マ ス ン
は書 いた 。"Trustthyself;everyheartvibratestothatironstring・ と人
kを 励 ま した 。 青 年 達 に"Hitchyourwagontoastar'・ とエ マ ス ンは 言 っ
た。 自然 全 体 が 人 間 精 神 の 陰 喩 で あ って,木 の葉 も風 景 も 日光 もす べ て 似 た よ
うな 印象 を 与 え る と無 差 別 的 に 言 うのが エ マ ス ン の特 色 で あ る。 超 絶 の 果 て に
現 れ た もの が,も し宇宙 の大 真 理 で あ る神 な らば,人 間 は拡 大 して 神 の流 れ が
全 身 を め ぐ り,完 全 に 神 の一 部 と して 吸 収 され て し ま うと考 え た 。 そ れ が 元 通
りに縮 少 して人 間 に な った 時 の体 験 を持 った人 を真 言 ・天 台 密 教 で は 覚 者(悟
った人)と 言 うの で あ る。 エ マス ンは,事 実 は精 神 の記 号 で ,仏 像 を 見 た ま ま
の仏 像 と見 る のは 芸 術 家 で あ り,仏 像 を精 神 の具 現 化 した もの と見 る の は 信 仰
者 で あ る と言 った 。 エ マス ンの 神 とは大 霊 と彼 が 呼 ん だ もの で あ っ て ,彼 の 思
想 は ウパ ニ シ ャ ッ ドの 梵 我 一如 思 想 に近 い。 彼 が 言 う絶 対 者(Over-Sou1)に
は イ ン ド思 想 の影 響 が あ る。
エ マス ンに お い て は神 と人 間 と自然 とは そ の 根 本 に お い て 同一 で あ る
。 カル
ヴ ィ ニズ ム に お け る人 間 の罪 悪 説 も運 命 予 定 説 もエ マ ス ンは否 定 した
。 ま た,
一 切 の 存在 は神 性 を もつ とい うエ マス ンは悪 は 善 の 欠 乏だ と考
%..た。 これ は悪
の世 界 を 幻 だ と考 え る印 度 思 想 に 近 い 。 エ マ ス ンに は裁 き の神 は 存在 しな い。
エ マ ス ンは 自然 神 教(Deism)の 基 本 的 立 場 を継 承 しつ つ
,こ れ を進 め て 印 度
宗 教 の 根 本理 念 に 接 近 した。 エ マ ス ン の思 想 は 生 涯 ほ とん ど変 化 しな か った。
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彼 が牧 師 就 任 時,す で に 前任 老 は,エ マス ンは聖 書 か ら逸脱 す る ほ ど 自 由す ぎ
る こ とを 見 抜 い て い た 。 この エ マ ス ン以 上 に 実践 面 で東 洋 思 想 に傾 いた の が エ
マ ス ン とは根 本 的 に相 違 す る超絶 主 義 者 ソー ロ ウで あ った
。 ソー ロウは"This
worldisbutcanvastoourimagination."と 言 った 。 人 間 は 何 の た め に働
き続 け るの か。 財 産 の乏 しさ な どは 問題 で は な い。 勤 勉 は善 で怠 惰 は悪 だ とい
う無 意味 な 固定 観 念 を 捨 て るべ きで あ る。 砂 上 の楼 閣 に す ぎ ない衣 食 住 な どに
苦 労す る必 要 は な く,好 き な こ とだ け に打 ち込 む べ きで あ る。病 気 とは 自然 を
離 れ た人 間 の幻 想 に す ぎず,天 地 の エ ネ ル ギ ーが 減 った 現 象 で あ る。 こ のエ ネ
ル ギ ーを 吸 収 して 自然 治 癒 力 を 最 高度 に発 揮 す るの が健 康 法 だ と ソー ロ ウは 信
じて実 践 した 。 彼 は44歳 で肺 結 核 で世 を 去 った。 死 ぬ 時 に死 ね ば よ く,寿 命 の
長 短 な どは ど うで もい い の で あ る。79歳 で急 性 肺 炎 のた め に死 んだ 先 輩 エ マ ス
ンは59歳 の 時 に ソー ロ ウの葬 式 に 出席 し,そ の3日 後 にや や 辛 口の ソー ロ ウ追
悼 演 説 を 行 っ た。 ソー ロ ウは人 間 の幸,不 幸 は 自分 の外 部 に存 在 す るの で は な
く,あ くま で も自分 の 内部 に在 るの だ か ら精 神 活 動 に 注 目せ よ,労 働 の必 要 は
な い。 この よ うに 価 値 観 を 変 え れ ば,安 心 立 命 の 境地 が 出 現 す る と考 えた 。 森
を散 歩 す る ソー ロ ウの 皮 膚 は 木 の皮 の よ う に な り,小 動 物 や鳥 とも友 人 に な
り,池 の魚 と も語 った とい うソー ロウは 修 験 道 の 行 者 で あ った 。 す べ て が 自然
に始 ま る と考 え た ソー ロ ウは人 間 も 自然 の 一部 で あ る とエ マ ス ン同 様 に 実感 し
た ・ ニ ュ ー … ム プ シ ャ ー州 北 部 のホ ワイ ト山脈(TheWhiteMountains)
の 最 高 峰 ワ シ ン トソ山 登 頂 も,メ リマ ッ ク河 の水 源 探 検 も ソー ロ ウに とって は
真 理 探 求 の修 行 で あ った 。 真 理 に 迫 ろ うとす る ソ ー ロ ウの 精 神 は徹 底 的 に 自然
研 究 に 向か い,神 の世 界 に 没 入 す る よ うに 彼 に 迫 った 。 これ を ソー ロウは 『一
週 間 』(AWeekonthe(�cordandMerrimackRivers,1849)の 扉 の詩 に
象 徴 的 に記 した 。 この詩 の 第2聯 は 出発 と到 着 の 差 は あ るが,r般 若 心経 』 の
呪文 に似 て い る。
私 は 行 く 私 は行 く 遙 か遠 い岸 辺 へ
孤 島 へ 遙 か な ア ゾ レス 島 へ
そ こに あ る そ こに あ る 求 め る宝 が





すぺての人kも 渡 り着いた 悟 りの道は成就された
めでたし めでたし。
彼が求めた楽園であるアゾレス島に到達して真理を手にできることを ソーロウ
は願 った。また,『 一週間』の第7章 「木曜 日」には 「天才とは創造者,霊 感
者,超 人であって,探 求されていないことについて完璧な作品が書ける人であ
る。芸術家 とは天才の作品を観察して,そ のなかに法則を発見す る人のことで
ある」 と書いた。エマスンや ソーロウ達は性善論者で,無 限の可能性を信 じ,
肯定的人生観を抱いた。超絶主義は南北戦争で崩壊す るが,第2次 世界大戦
後,新 世代の詩人達の間で超絶主義が変貌して再生した。超絶思想は自然を通
して神と対面 し,精 神の自由,個 人の尊重,驚 異の感覚を強調 した。その代表
的作品はエマスンの 『自然論』 と自然を最重要視して精神 と肉体を同程度のも
のと見なした ソーロウの 『ウォルデン』 とである。自然は常に精神を語るとい
う倫理を最重要視 したエマス ンの思想は"Self-Reliance"(1841)に 結晶した。




握法である。 「私の精神は神から与えられる直接の啓示 で あ る」(日 記1831.
12.19)と い うようにすべての真理は直観に よって把握されるとエマス ンは信
じた。彼は 「芸術論」(『随筆集(上)』 」 において,芸 術作品には実用芸術と
純粋芸術(theusefulandfinearts)が あ り,芸 術の目的は模倣ではなく創
造だと言った。精神活動に見られる要約と選択 こそ単純な象徴によって大きな
意味を伝えられると教える崇高な霊感の入 口(theinletofthathigherillumi-













って計算されると考えた。彼のr東 亜美術史綱』には,雪 舟 と北斎についての
興味深い評価が見 られる。雪舟の線描は直線 と稜線の傑作で,中 国美術最高の
気韻生動が明白であ り,精 霊が感動を与えると賞賛している。雪舟の木も石 も
感動的で,李 龍眠,ミ ケランジェロなどと同列の最高画家の一人だと考えてい
る。仏陀を描 く時には外形ではなく,崇 高な精神を描き出さなければ宗教画で
はなく,作 者は心身を清浄にしてから描 くべきで,も し,そ うでなければ職人
技にすぎないとフェノロサは強調 している。高邁な雪舟に比較すると,北 斎は
低俗な画題を扱い,手 法 と構想も卑俗で,庶 民生活そのままを描いたが,ミ レ
ーのような農民の崇高さ,精 神性,真 の情調を描いた風俗画家ではなく,北 斎
は品格に乏しい戯画家である。北斎が描いたような奇怪な日本は彼の想像にす







BethPeabody),ソ ーロウなどは一時的にしても私塾を開 いてい た。 ブル ッ
ク・ファーム運動も教育の重要性を唱えた。エマスンは信念の相違を理由にブ
ルック・ファームには参加しなかったが,そ の計画の意義を高 く評価 してい
た。 彼は当時の学校教育とは異る教育を考えていた。 その教育とはSelf-Re・
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1ianceを 教 え る もの で あ り,大 自然 に学 ぶ も の であ った。 自然 は 文 化 に 宿 る虚
偽 を矯 正 し,心 身 を 癒 す た め の治 療 薬 であ った 。 社 会 とは病 院 で あ り,薬 とは
自然 に ほか な らなか った 。人 間 とは社 会 とい う廃 虚 に 陥 った神 で あ って,自 然
の な かで 神 の 一 部 に な った 自分 を発 見す る こ とが エ マス ンの主 張 す る教 育 で あ
っ た。 さ らに,自 分 を 信 頼 す る こ とは 自分 の な かに 住 む 神 を 信 じる こ とで あ っ
た。 エ マス ンは随 筆 「教 育論 」 の な か で,教 育 の秘 訣 は 子 供 を尊 重 す る こ とだ
と強調 した。 そ れ は"Goddwellsinthee"だ か らで あ り,森 の な か で 人 間
が神 の一 部 に な る た めに は子 供 に戻 らな けれ ぽ な らない と主 張 した 。 エ マ ス ン
が言 う理 想 的 人 間 とは,自 分 の 魂 が 神 だ とい う認 識 を もて る人 聞 の こ と で あ
り,こ うい う人 が 「ア メ リカの 学 者」 で あ り,「 代 表 的 偉 人 」 で あ った 。 少 数
の超 人 が 人 間 で あ っ て,一 般 大 衆 は 厂くず」 だ とい うのが エ マ ス ンの 意 見 で あ
る。"Amanisagodinruins"と 賛 美 し,"Masses!thecalamityisthe
masses"と 軽 蔑 した 。 しか し,「 超 人 に な れ。 自分 の魂 の なか に 住 む 神 を 信 ぜ
よ」 とエ マ ス ンは激 励 した。 人 間 の 無 限 の 可能 性 を 信 じてす べ て の 人 間 を神 に
まで 高 め よ う と彼 は努 力 した。 しか し,こ れ は 抽 象 世界 の こ とで あ る。 エ マ ス
ン 自身 は絵 に 描 か れ た神 を 自分 だ と言 わ れ て 大 い に 喜 んだ 。
日本 とア メ リカ は 異 な った文 化 の伝 統 を もつ 国 で あ る。 ア メ リカ か ら見 る と
日本 は 異 国趣 味 の 対 象 で,フ ェノ ロサ の 日本 とか ハ ー ンの 日本 と か 言 わ れ る
が,第2次 世 界 大 戦 後 の 日本 人 の生 活 は急 速 に ア メ リカ化 した。 ア メ リカ人 の
実 際 主 義 と 日本 人 の 現 実 主 義 に は共 通 性 が あ る か ら 日本 は 容 易 に ア メ リカ化 し
た に違 い な い 。19世 紀 の ア メ リカ人 に とっ て は,勤 勉,禁 欲,節 約 に よって 社
会 的 に認 め られ た 名 誉 と地 位 を 得 る こ とが人 生 の 目的 で あ った 。 彼 らの 生 き 甲
斐 は社 会 的 成 功 に あ った が,今 日の ア メ リカ で は立 身 出世 主 義 的価 値 観 は 見直
され て き てい る。 開 拓 者 時 代 の ア メ リカ と平 和 と安 定 が 求 め られ て い る ア メ リ
カ とで は 同一 標 準 で は考 え られ な い 。 か つ て,エ マ ス ンは 「私 は 透 明の 眼球 に
な る。 私 は無 で あ り,一 切 を 見 る大 霊(神)の 流 れ が私 の な かを 循 環 す る。 私
は 神 の一 部 で あ る」 と言 うこ とが で きた 。 エ マ ス ン よ りも先 見 の 明が あ った ソ
ー ロ ウは 厂私 は 自然 の な かに 溶 け て し ま う」 と言 うこ とが で き
,い ず れ も合 理
主 義 的理 解 を超 越 した も の であ る。 しか し,注 目す べ き こ とは喜 び の源 泉 は 自
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然 と人 間 の調 和 の なか に 存 在 す る とエ マ ス ンが考 え た こ とで あ る。 第 二 次 世 界
大 戦 後 の 日本 人 は か な り自由 に生 き方 を選 べ る よ うに な った。 超 越 的 存 在 であ
る神 や 自然 な ど との関 係 に友 情 とい う言 葉 が使 わ れ た の は一 種 の霊 的 体 験 で あ
って,そ こか ら得 られ る霊 感 が 幸 福 の 源 泉 だ とい う浪漫 主 義 的 幸 福 感 が エ マス
ン達 に は あ った。 ア メ リカ超 絶 主 義 者 に と って,霊 的体 験 こそ 幸 福 の源 泉 であ
った 。 フ ェノ ロサ は こ うい うエ マス ンに ひ か れ て,そ の 作 品 を愛 読 した。 自 己
信 頼 も報 償 の精 神 も 自由 な行 動 も両 者 に 共 通 して い る。 両者 とも精 神 的 に は愛
国 者 で あ った が,革 命 時 代 の 問題 であ る宗 教 と美術 の 関 係 に つ い て は正 反 対 の
方 向を 見 て い た 。
明治 維新 後 に は 日本 の 伝統 美 を発 見 し評 価 した 有名 な 西 洋人 が多 い。 そ の な
か で,フ ェ ノ ロサ と最 も よ く比 較 され るの はハ ー ン(LafcadioHearn
,小 泉 八
雲,1850-1904)で あ る。 ハ ー ンはギ リシア に 生 まれ,父 は ア イ ル ラ ン ド人 の
軍 医 で 母 は地 中海 イ オ ニア諸 島 の人 で あ った 。1年 半 で ダ ブ リンに帰 っ たが,
母 は 宗 教上 の こ とで離 婚 して ハ ー ンは寂 しい 少年 時 代 を 送 った 。1863小 学 生 時
代 に 左 目を 失 明 し,右 目 も ひ ど い 近 視 で 彼 の 写 真 は 常 に 同 じ反 面 を見 せ て い
る。 小 男 の 彼 は フ ラ ンス で カ トリ ックの 学 校 に 入 った が,反 感 を抱 い て 中退 し
て 渡 米 し,1882初 春 か ら87初 夏 まで 二z一 オ ル リー ンズ ・タ イ ム ズ ・デ モ クラ
ッ ト(NewOrleansTimes-democrat)紙 の 記 者 と して,フ ラ ンス文 学 の 翻 訳
や 随 筆 的社 説 を書 い て い た。 同時 に,ス ペ ンサ ー研 究 に 没頭 して いた 。 ハ ー ン
は1890(明 治23年4.月4日)に 来 日し,フ ェ ノ ロサ とは短 期 間,同 国人 と して
会 った ら しい。 そ して,自 然 科 学 者,数 学 者 の ボ ス トンの名 門 に生 まれ,大 学
卒 業 後,ヨ ー ロ ッパ,中 東 な どを 訪 ね,6年 ほ ど 実業 家 と して 静 か に 暮 した
が,1883年 春 に友 人 ビゲ ロー一が 日本 美 術 と仏教 に熱 中 して い る のに 誘 わ れ 来 日
し,日 米 間 を何 度 も往 復 して,日 本 に つ い て3冊 の 小冊 子 を 出版 した ロ ーエ ル
(PercivalLowe11,1855-1916)の 『極 東 の 魂 』(TheSoul(ゾtheFar
East,1888)と い うパ ン フ レッ トを読 んで ハ ー ンは 強 烈 な 印 象 を うけ た
。 しか
し,一 年 後 に は 日本人 の本 質 で あ る折 衷 主 義 を 見落 して い る と ローエ ル を 批 判
した ・ ロ ーエ ル は 他 に 『能 登』(Noto,1891),神 道 の神 秘 主 義 に ひ か れ たr神
秘 の 日本 』(OccultJ砂 砌ortheWayoftheGods,1894)と い う小冊 子
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を 出版 して い る。 ハ ー ンは松 江 中学 教 師 に な り,年 末 に 小泉 セ ッ と結 婚 した 。
そ の翌 年11月 に 五 高 教 師 に な り,1894に は神 戸 の 「ク ロニ クル」 紙 記 者 に な り,
『知 られ ざる 日本 の 面影 』(1894)『 東 洋 か ら』(1895)『 こ ころ』(1896)『 亡
霊 の 日本 に て』(1899)『 影 』(1900)な どを ア メ リカ で 出版 し,日 本 紹 介 を は
じめ た。 そ の た め に,ボ ス トン美 術 館 で 日本文 化紹 介 につ とめ て い た フ ェ ノ ロ
サ の 共 鳴 を 得 た。1895.2.(明 治28年)帰 化 して小 泉 家 を つ ぎ小泉 八雲 と名 乗
った 。 彼 は ア ー ノル ド卿(SirEdwinArnold)のrア ジ ア の光 』(1879)を 読
んで仏 教 を知 り,万 物 の背 後 に 心 霊 の 活動 を 見 る とい う青 年 期 の エ マ ス ン的 な
神 秘 思 想 を抱 い た 。そ の頃,チ ェ ンバ レ ン(1850-1935)と い う日本 研 究 家 が 来
日 し,気 質 的 に は反 対 であ った が ハ ー ンは親 し くな った 。 ハ ー ンは論 理 的 な 行
動 力 に乏 しか っ た。 リジ ー とこ じれ た挙 句 に離 婚 して いた フ ェ ノ ロサ は1895年
に1890-92に 鹿 児 島造 士 館 で 教 え て い たW・L・ ス コ ッ トと離 婚 して,ボ ス ト
ン美術 館 で フ ェノ ロサ の助 手 を しな が ら連 れ 子 ア ラ ン と暮 して い る メア リー ・
E・ マ クニ ー ル(1865-1954)と 再 婚 した。 彼 女 は地 方 女 流 小 作 家 で あ った の
で ハ ー ンの名 前 を知 って いた か も知 れ な い。 ハ ー ンはそ の8月 東京 大 学 文 科 大
学 講 師 と して英 文 学 を講 義 し,そ の 間 の 明 治34年 に ア メ リカでr民 間伝 説 拾 遺 』
(FolkloreGleanings)を 出 版 して 日本 文 化 紹 介 につ くした 。 そ の な か に は 明
治23年 来 日 して松 江 に住 んだ 直 後 か らは じめ た 「わ らべ 歌 」 に よる 日本 各 地 の
子 供 の歌 の記 録 が あ る。 手 ま り,羽 子 板,子 供 の 和服 な どに美 を 発 見 した。 ま
た,鳩,と ん ぼ,蝶,雀,か た つ む りな どの歌 を ま とめ た。 しか し,子 守 歌 の
よ うな一 種 の 労働 歌 は 嫌 い だ った。 東 京 大 学 を1903(明 治36年3月)に 退 職
し,翌 年4月 東 京 専 門 学 校(早 稲 田大 学)講 師 に な ったが,9.26.狭 心 症 で急
逝 して,雑 司 ケ谷 墓 地 に葬 られ た 。 そ れ 以 前1896(明 治29年7月)新 夫 人 と再
来 日 した フ ェノ ロサ は ハ ー ンを訪 ね た が 会 う機 会 が な か っ た。 就 職 口 の な い フ
ェノ ロサ は一 旦 帰 国 して,再 び1897.6.4.東 京 に落 ちつ き,ハ ー ン家 とフ ェノ
ロサ 家 の短 期 間 の交 際 が は じま った 。 就 職 先 の な い フ ェノ ロサ を助 け て メア リ
ー はい ろ い ろ な 作 品 を 書 い た。 西 洋 文 化 に 幻 滅 を 感 じた ハ ー ンは 日本 生 活 を 欧
米 へ 伝 えた 。 ハ ー ンの死 後,弟 子 達 が ノ ー トに よって 大 学 の 講 義 を ま と め,
r人 生 と文 学 』 や 『英 文 学史 』 な どが 刊 行 され た 。 また,日 本 の古 典 や 民 話 に
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て日本美術界の発展に貢献をした美術研究家であった。メア リーは 『神kの い
ぶき』(1905),『 竜の画家』(1906)な どの小説を書いた り,日 本国内の一人旅
をしたり,能 や絵を見物し,夫 が謡曲や漢詩を学ぶのを見た りして,か なり日
本を理解していた。80年 代のニューオル リーンズ ・タイムズ ・デモクラット紙
の仕事の続きが90年 代のハーンの批評であったと言える。ハーンの理想主i義弁
護 と科学思想攻撃と芸術への執着 とが彼の社説には見 られる。彼のボー ドレー
ル論やフローベール論 と並んで,梵 文学 と仏教に関するハーンの関心 も大きか
った。梵文学に関する彼の初期の社説は熱心なキ リス ト教徒に攻撃され,こ の
新聞は不信仰だ と非難されたりした。
仏教を唯物論 と同一視するアメリカ人は多い。ハーンは釈迦の話 とは美 と財
産と地位とから得られる一切を捨てて真理だ と信 じることを説 くために出発す
る一人の若いインドの王子の感動的史劇であると受け とめた。仏教哲学がアメ








入るか,死 直後に消滅するのだが,無 数の印度の塔に彫 られている仏教の法則
は,教 祖が不可知論者ではなくて独断主義者だとい うことを示していると考え
ていた。また,生 が苦であ り,死 が完成であるとい う信仰は,ア メリカでは,
誰 も理解す る こ とが 出来ない。文明から生 まれた物質万能論者や不可知論者






する宗教には,中 世キ リス ト教 と同様に好戦的であった。また,印 度の救世主
の化身と伝記と奇跡は古代拝火教から発達したバラモン教伝説から出たもので
あるとか,人 類を救 うために召されたと信じて王位も財産 も快楽も愛情も捨て
て出家して法を説いた王子が存在したか否かなどは,人 生に美 と真 とを求める
人にとっては問題ではない。仏教は驚異的に神聖な,愛 と善 と美の理想を創造
して,人 類に無数の奉仕をなしたことは確実である。というようなのが,若 い
ころ,ニ ューオル リーンズ ・タイムズ ・デモクラット紙に書かれた社説から概
略受けとれるハーンの仏教観である。
フェノロサの最大の功績は仏教美術と並んで 厂能」の世界的紹介である。フ
ェノロサは貴重な著書を残 した。さらに,末 完成だが,1913年 後半にイェイツ
の助手だったパウンド(EzraPound,1885-1972)が フェノロサの遺稿管理人
になった約10冊 のノー トがある。フェノロサの遺稿には,日 本と中国の文学に
ついてのノー ト,李 白などの漢詩の英訳,随 筆,論 文などにまじって,能 に関
する覚書 とかな りの謡曲の翻訳がある。フェノロサは1880(明 治13年)梅 若実
に師事して能楽の稽古 と研究を始め,そ の後,中 断したが,第3回 目の来 日
(1898,明 治31年)で 東京高等師範学校外人教師になった時に知 りあった平田
禿木の仲介で梅若実に再入門して本格的に能楽研究を再開 した。60以 上もある
彼の謡曲翻訳は平田が下訳して,彼 が推稿 した。また,1899(明 治32年)に は






未亡人メア リーは一旦来日して,森 槐南達に草稿の添削を依頼 し,完 成原稿
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を 作 って ロ ン ドンへ 引 き返 し,自 序 を つ け て 出版(1912)し た。 この序 文 の末
尾 で フ ェノ ロサ の遺 骨 を 法 明院 の 墓 に移 した こ とに 言 及 して い る。 彼女 は ア ラ
バ マ州 モ ーバ イ ル の家 に 帰 り,遺 稿 を パ ウ ン ドに託 した 。 パ ウ ン ドは偶 然 に約
16冊 の ノー トの遺 稿 管 理 人 に な った 。
パ ウ ン ドは まず 厂錦 木 」 「羽 衣 」 「熊坂 」 「景 清 」 に イ ェイ ッの序 文(lntro-
duction)を つ け て,『 高 貴 な 日本 演 劇選 』(CertainNoblePlays()fJa一ﾟan,
1916.7.)を ダ ブ リ ンの 書 店 か ら出版(限 定350部)し た 。 つ いで,全 訳 と抄 訳
を含 めた15曲 とパ ウ ン ドの序 文,注 釈 と フ ェノ ロサ の能 論(`Fenollosaonthe
Noh')の 章 が つ け られ たr能 また は完 成 され た 日本 古 典 劇 の 研 究』(Noh;
or,Accomplishment,AStudyoftheClassicalS「 診α980fJapan,1916.大
正5年)を ロ ン ドンの マ ク ミラ ン(Macmillan)か ら出版 した。 能 は オ ニ ール
や ワイル ダ ーな どア メ リカ作 家 やそ の他 の 表 現主 義 作 家 に影 響 を与 えた 。 イ ェ
イ ツも パ ウ ン ドも能 に 刺 激 され て劇 を書 い た 。能 は パ ウ ン ドを魅 了 した 。 能 は
Nohplayと して世 界 に 知 られ る こ とに な った 。能 に ひ か れ た イ ェイ ツのFour
PlaysforDancer(1921)の な か の第1作AttheHawk'SWellが,1916
年4月 に友 人 宅 で上 演 され,そ の観 客 中に 青 年T・S・ エ リオ ヅ トが い た こ と
も不 思議 な縁 で あ る。 フ ェ ノ ロサ と能 の問 題 は 注 目す べ き もの で あ り,ド ナル
ド ・キ ー ン,和 辻 哲 郎,矢 野 峰 人,そ の他 の東 西 の 多 数 の 研 究 者達 がす ぐれ た
翻 訳 ・専 門 研 究 を 多 数 発 表 して い る。
フ ェノ ロサ の墓 は ロ ン ドンか ら,得 度 受 戒 して 諦 信 と法 名 を与 え られ た三 井
寺 へ 帰 りた い とい う彼 の遺 言 に した が って,末 亡 人 や 友 人 達 の 努 力 で,三 井 寺
山 内 の法 明院 墓 地 に移 さ れ た。 墓 碑 は 弟 子 の井 上 哲 次 郎 の撰 であ る。1927.10.
に 墓 は 改修 され た。 フ ェノ ロサ に 授戒 した桜 井 敬 徳 律 師 の 墓 も,一 緒 に受 戒 し
た ビゲ ロー 月心 居 士 の分 骨(ア メ リカ に もあ る)も,フ ェ ノ ロサ を法 明院 へ 紹
介 した 町 田 久成 の墓 も こ こに あ る。13回 忌 の1920に 東 京 美 術 学校 講 堂 前 に井 上
哲 次 郎 撰 の長 文 の記 念 碑 が 建 て られ た。 大 津 に フ ェノ ロサ の 墓 が あ る の は仏 教
で 言 う 「縁 」 で あ る。 桜 井 敬 徳 律 師 は尾 張 に1834(天 保5年)に 生 まれ,10歳
で 出家 して,1861(文 久 元 年)法 明 院住 職 に な り全 国行 脚 中 に1881(明 治14年)
に 出会 った博 物 局 長 の町 田 久成 に授 戒 し,1889(明 治22年12月)に 東 京 で入 寂
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した。 島津一族の町田久成(1838,天 保9年 生)は 民部 と通称し,石 谷と号
し,島 津斉彬の命令で江戸の昌平黌に学び,平 田篤胤に 入門して国学を学ん
だ。26歳 で藩の大 目付にな り洋学教育機関の開成所学頭にな り,1865(慶 応元
年)3月 に藩命で森有礼,吉 田清成 ら薩摩藩イギ リス留学生17名 の取締として
密出国し,慶 応3年2月 のパリ万博に幕府使節と並んで薩摩 ・佐賀使節が開会
式に出席して問題になったことは余 りにも有名な話である。しかし,町 田はひ
どく古美術にひかれ,慶 応3年4月 に ロンドンを出発 して6月 に鹿児島へ帰っ
た。1868(明 治元年2月),維 新政府に外国事務取扱 として明治2年7月 に設
置された外務省に勤めたが,明 治4年7月 に設置された内務省に転任になり,
明治5年7月 に蜷川式胤,内 田正雄iらと1875(明 治5年)の 正倉院開扉に当っ
て入庫研究し,さ らに東海近畿の古社寺宝物調査を行 うな ど文化行政に専念
し,初 代内務省博物局長になった。そして,博 物館創設を建議し,万 国,内 国
勧業博覧会などの事業にも尽力した。彼は明治以後の正倉院では注目すべき有
力人物 として著名である。考古学だけでな く,篆 刻にも長 じ明治初期 の美術研
究の先覚者 として知 られた。 しかし,博 物局長を解任され,明 治18年 には元老
院議員になったが,桜 井律師入滅後,間 もなく辞職し,古 美術品蒐集 もやめ,
剃髪して諸国行脚の後に三井寺に入 り光浄院住職になり,ま た,崇 福寺再興に
尽力した。1893(明 治26年)9月 にはシカゴ万博の世界宗教会議に出席した。
この時の東西宗教の出会いを歌 った詩集 『東 と西 アメリカ発見その他』を
ニューヨークで刊行したのがフェノロサである。町田は1896(明 治29年)東 京
上野の名王院で療養し,翌 年60歳 で寂した。町田は古美術に詳 しい ことからフ
ェノロサや ビゲローと友人にな り,町 田か らフェノロサは法明院を教えられ,
そ こで受戒したのであった。
フェノロサがなぜ簡単に仏教徒になったかに つ いては受戒の前年末(明 治
17年11月)に 西本願寺の赤松連城 と宗教と哲学の対談を行 った時にフェノロサ
は完全に折伏(洗 脳)さ れ,感 嘆した。赤松師は英語にす ぐれ,ヨ ーロッパ留





は 仏教 の興 隆 に よって 果 た され た 日本 に しか期 待 で きず,従 来 は 日本 の 実相 は
奇 怪 異 様 な ものだ と誤 解 され て きた と フ ェノ ロサ は考 えて いた 。観 音 の イ メー
ジ とマ リア の イ メ ー ジを 論 じ た ヴ ァ ン ・ワ イ ック ・ブ ル ッ クス(VanWyck
Brooks)に よるrフ ェ ノ ロサ と周辺 の人k』(FenollosaandHisCircle,
1962.)や 善 を 美 とす る美 学 を 中心 に論 じた チ ゾム(LawrenceW・Chisolm)
の 『フ ェノ ロサ 極 東 とア メ リカ文 化』(Fenollosa:TheFarEastand
AmericanCulture,1963.)や ツ ウ ィー ド(ThomasTweed)のrア メ リカ
人 と仏 教 の邂 逅 』』(TheAmericanEncounter漉 疏Buddhism)そ の他 す
ぐれ た 研 究 が あ る。
そ の 時期 の ア メ リカ に お け る 日本 文 化 受 容 を 日本 の知 識 人 側 か ら見 れ ば,天
心(1862-1913)が 第 一・に あ げ られ る。1906-13の 間,ボ ス トン美 術 館 東 洋 部
長 を 務 め た 天 心 が 日本 文 化 を巧 妙 に紹 介 した で あ ろ うこ とは想 像 に難 くない 。
ま た,第 二 次 世 界 大 戦 後 の ビー ト時代 の禅 普 及 は仏 教 東漸 を物 語 る もの か も知
れ な い。 結 論 として,フ ェノ ロサ は 日本 の芸 術,と くに佛 教 美術 と能 を世 界 に
紹 介 した 日本 の恩 人 の一 人 で あ る。
(本稿は平成10.9.19(土),大 津市立市民文化会館 における 日本 フェノロサ学会(第19
回大会)協 賛 の大津市制100年 記念市民公開講演に加筆 したものであ る。)
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